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は じ め に 

 

平成 20年 3月 31日から 4月 2日にかけて、北海道東部では発達した低気圧の影響に
より大雪や暴風雪による被害が多数発生しました。同年 2月下旬には道央方面でも大雪
や暴風雪に伴う吹溜りにより多数の道路通行障害が発生したほか、平成 18年 10月には
暴風及び高波による漁船被害が発生するなど、近年、猛烈に発達した低気圧による被害

の発生が相次いでおります。 
本調査では、平成 20年 3月 31日から 4月 2日にかけて発生した暴風雪被害に関して、
気象情報などが住民の皆様にどのように受け止められたのか、またどのような課題があ

るのかを把握することを目的として、北海道根室市の住民の皆様を対象としたアンケー

ト調査を実施しました。 
本報告書は、その調査結果を取りまとめたものであります。今回の調査結果は、根室

市をはじめ全国の各自治体において、今後の被害軽減対策やよりより災害情報の提供の

あり方を検討するための資料として活用していただければ幸いです。 
 

なお、本調査を遂行するにあたりましては、根室市役所より資料提供やヒアリング、

調査票の配布等、多大なご協力をいただきました。また、（財）日本気象協会より爆弾

低気圧の発生個数に関するデータ及び当時の気象予測に関するデータを提供していた

だきました。調査票の回収等にあたっては（株）ドーコンより協力をいただきました。

また、本調査の対象地域である根室市の住民の皆様には、多岐にわたる質問に多くご回

答いただきました。ここに記して深謝する次第であります。 
 

本研究は、平成 19年度科学研究費補助金・基盤研究(A)【課題名：災害に強い地域社
会の形成技術に関する総合的研究、課題番号：19206055、研究代表：片田敏孝】の助成
をいただきました。 
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群馬大学大学院工学研究科 
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教 授 片田敏孝 
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1. 平成 20 年 3 月 31 日から 4月 2日にかけての暴風雪被害の概要 
 

1-1 気象概況 
平成 20年 3月 31日から 4月 1日にかけて本州から北海道の南岸を通過した低気圧は、

24時間で中心気圧が 44hPa低下し、952hPaへと急速に発達した。この低気圧の接近及
び通過により北海道東部を中心に大雪となり、1日午前の降り始めから 2日午前 1時ま
での降雪量は、網走管内斜里町ウトロで 69cm、釧路管内厚岸町太田で 35cm、根室市厚
床で 30cmに達した。また、釧路市では 1日午前 9時半に最大瞬間風速 34.4mを観測し、
暴風雪に見舞われた。 
気象庁根室測候所における風速及び降雪量の変化と気象警報の発表状況を図 1-1 に

示す。同測候所では低気圧が接近する前日 31日の 21時頃から風速が強くなり始め、1
日 0時頃から降雪を伴う強風となった。また、同日未明の 3時頃からは降雪量、風速と
もに更に強まり、4時 32分に暴風雪・波浪警報が発表されている。 
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図 1-1 平成 20 年 3 月 31 日から 4月 1 日にかけての根室市における気象状況 

（気象庁根室測候所） 
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1-2 被害の概況 
この低気圧の接近及び通過により、突風による停電や家屋被害が相次いだほか、大

雪・暴風雪によって国道や道道の交通障害が多数発生し車両約 70 台が立ち往生するな
ど、当地の住民生活に多大な影響を与えた1。 

4 月 1 日 22 時時点における釧路・根室地方での暴風雪による国道通行止め状況を図
1-2 に示す。4 月 1 日早朝から 2 日夕方にかけて、当地では地吹雪・吹溜りにより、7
路線 10区間（ピーク時 240km）の国道が 14～28時間にかけて通行止めになり、4路線
4区間の国道で計 106台の車両が立ち往生した。 
 

 

図 1-2 4 月 1 日 22 時時点における国道・道道の通行止め状況2 

 

                                                      
1 北海道新聞（2008）,「道東暴風雪 標茶 70台立ち往生」（2008.4.2記事） 
2 北海道開発局ホームページ(http://www.hkd.mlit.go.jp/kyokutyou/h20/0416/05.pdf) 
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2. 災害情報としての爆弾低気圧の特徴 
 

2-1 爆弾低気圧の気象学的特徴 
(1) 爆弾低気圧の発生状況 
今回の低気圧に短時間で急速に発達する温帯低気圧のことを「爆弾低気圧（Bomb）」
と呼び、世界気象機関（WMO）では「中心気圧が 24時間で 24hPa×sin(φ) / sin(60°)
以上低下する温帯低気圧（φは緯度）」と定義している3。爆弾低気圧は、主に寒候期に

発生することから、北海道地方を中心に大雪や暴風を伴い、高波による港湾被害や吹き

溜まりによる交通障害などが発生する。 
過去 10 年間の日本付近における爆弾低気圧の発生状況を図 2-1 にまとめる。中心気

圧が 24時間で 20hPa以上低下した温帯低気圧の発生数はほぼ横ばいであるものの、中
心気圧が 40hPa以上低下するような猛烈に発達する爆弾低気圧の発生数が最近 5年間に
集中していることが読み取れる。すなわち、爆弾低気圧の発生頻度はさほど変わらない

が、その発生規模が増大傾向であることがわかる。 
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図 2-1 過去 10 年間における爆弾低気圧の発生状況（2008 年は 4 月まで） 

 

                                                      
3 日本気象学会（1998）, 気象科学事典, p. 433 
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(2) 爆弾低気圧の発達の特徴 
爆弾低気圧の発達過程に関する特徴としては、その発達速度の急進性が挙げられる。

図 2-2は平成 20年 3月 31日午前 9時から 4月 1日午前 9時にかけての 6時間毎の天気
図である。低気圧は発達する前には本州付近に位置し、中心気圧は 996hPa 前後とさほ
ど発達した状況ではなく、本州付近では特段の被害をもたらすような気象状況とはなっ

ていない。しかし、低気圧が本州の東海上へ進むにつれて急速に発達し、北海道南岸付

近に達する 1 日午前 9 時には中心気圧が 952hPa まで発達し、44hPaも低下している。
このような爆弾低気圧では、低気圧が発達することを予測することができても、その発

達規模を早い段階から正確に予測することは容易ではない。前日 31日 12時における風
速の予測値は図 2-3のとおりであるが、根室については翌日の風速をほぼ予測できてい
るが、釧路は今回ほどの荒天を予測できていなかったことがわかる。 

 



5 

 

 

 
図 2-2 平成 20 年 3 月 31 日午前 9時から 4月 1日午前 9時にかけての 

低気圧の発達状況 
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図 2-3 3 月 31 日時点での風速の予測値と実測値4 

 

                                                      
4
（財）日本気象協会提供 
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(3) 台風と比較した爆弾低気圧の発達特徴 
猛烈に発達する低気圧には、爆弾低気圧に類似したものとして台風が挙げられるが、

その発達過程には異なる側面がある。台風は一般的に日本の南海上で発生し、発達しな

がら日本付近に接近するが、日本付近に接近する頃には台風は成熟期に入り、勢力を維

持するか衰えながら接近・通過することが多い。また、台風が接近・北上する過程にお

いて、南方において被害をもたらしている状況が報道されることから、他地域の被害情

報を事前に取得した上で住民の危機意識が形成されることが考えられる。片田ら5は、

平成 14年の台風 6号接近時における福島県郡山市の住民を対象とした意識調査を行い、
住民は台風が接近する前日の段階で西日本や中部地方での被害に関する情報を取得し、

それによって更なる情報取得態度が形成され、その後の対応行動に繋がったことを指摘

している。一方、爆弾低気圧は当地に接近しながら 24 時間という短い時間で急速に発
達することから、住民の危機意識が十分に醸成されないまま被災してしまうことが考え

られる。したがって、爆弾低気圧の発達、接近過程では、住民及び行政の危機意識を適

切に醸成するような災害情報の提供が求められる。 
 

                                                      
5
片田敏孝・児玉真・及川康（2005）, 水害進展過程における住民の災害情報の取得構造に関する実証的研
究, 土木学会論文集 No. 786 / Ⅳ-67, pp. 89-101 
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2-2 災害情報としての爆弾低気圧の表現方法に関する現状と課題 
前節までは、爆弾低気圧の気象学的な特徴から住民の危機意識を醸成する上での課題

を指摘したが、本節では災害情報としての表現方法における課題について述べる。 
熱帯低気圧では、中心付近の最大風速が 17m/s以上となると「台風」と定義され、台
風接近時には行政機関は職員参集等の警戒態勢を敷く。一方、温帯低気圧の場合には中

心付近の最大風速等に応じて特別な呼称を設けることはなされていない。爆弾低気圧は

あくまで「低気圧」であることから、行政対応も台風接近時のような特別な警戒体制を

敷くことは少ない。実際、3 月 31 日から 4 月 1 日の行政対応状況について根室市役所
にヒアリングしたところ、台風接近時には 1時間おきに気象情報が入電するが、今回の
低気圧接近時では 6時間おきの入電であった。 
平成 19年 3月に気象庁が発表した「予報用語の見直し」6において、低気圧により防

災上注目すべき気象現象や特徴などが異なることから、低気圧についての特別な呼称は

設けず、状況に応じて「急速に発達する低気圧」や「猛烈な風を伴う低気圧」と表現す

るとしており、「爆弾低気圧」といった呼称は用いないとしている。低気圧に関する予

報用語のうち、気象庁が使用を控えるとしている用語を表 2-1にまとめる。 
 

表 2-1 気象庁が使用を控える低気圧に関する用語 

 発達した低気圧 

台風並みに

発達した低

気圧 
備考

a)台風は最大風速がおよそ17m/s（34ノット）以上であるため、“台風並

みに”を低気圧に用いても発達程度を適切に表現することはできな

い。  

b)必要に応じ、「猛烈な風」「非常に強い風」を伴う発達した低気圧など

とする。 

 

中心気圧が２４時間で24hPa×sin(φ）／sin(60°）以上低下する温帯

低気圧（φは緯度）。例えば北緯40°なら17.8hPa/24hが基準となる。

（気象科学事典等による） 
爆弾低気圧 

→ 「急速に発達する低気圧」などと言い換える。 

超低気圧 → 
「非常に強い風を伴う低気圧」「猛烈な風を伴う低気圧」などと言い換

える。 

・ 低気圧により防災上注目すべき気象現象や特徴などが異なることから、低気圧につ

いての特別な呼称は設けない。  

・ 状況に応じて、「急速に発達する低気圧」「猛烈な風を伴う低気圧」などのように具

体的な記述、解説を行う。 

 

                                                      
6
気象庁（2007）, 予報用語の改正について, 気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html） 
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3. 調査の概要 
 

本章では、住民意識調査の実施方法及び調査対象地域の概要を示す。 
 

3-1 調査の実施方法 
(1) 調査対象地域と調査票の配布・回収状況 
本研究の調査対象地域は、北海道根室市の全域である。調査の実施概要を表 3-1に示
す。アンケート調査は、爆弾低気圧の接近から 2ヶ月余り経過した 6月中旬に実施した。
調査票は 9,937世帯のうち 2,000世帯を無作為に抽出し、町内会組織を通じて配布した。
回収方法は郵送とし、回収率は 27.0%であった。 
 

表 3-1 調査概要 

調査対象地域 北海道根室市 

調査票の配布 

配布日：平成20年6月13日 

配布方法：町内会組織による配布 

配布数：2,000票 

調査票の回収 

回収期日：平成20年6月30日 

回収方法：郵送回収 

回収数：539票（回収率：27.0%） 

 
 

(2) 調査項目 
 調査票では、平成 20年 3月 31日から 4月 2日の暴風雪時における対応行動や意識状
況の実態について尋ねる質問のほか、気象情報や予報用語に対するイメージ、考え方を

聞いている。質問項目は以下に示すとおりである。 
 

１．3月 31 日～4月 2日の低気圧による被害の実態 

問 1：各家庭での障害や被害の状況 

問 2：今回のような低気圧被害の発生頻度に対する認識 

問 3：今回のような低気圧被害の発生頻度の傾向に対する認識 

問 4：「根室半島が孤立化した」という報道に対する認識 

 

２．3月 31 日～4月 2日にかけての対応状況 

問 5：3月 31 日夕方の時点での低気圧の進路や発達状況についての注視の状況 

問 6：3月 31 日夕方の時点における低気圧による影響の有無に対する認識 

問 7：3月 31 日夜の時点における情報取得態度 
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問 8：気象警報発表時における災害発生可能性の認識 

問 9：被害の発生を明確に意識した時間帯 

問 10：対応行動の内容 

 

３．事前の気象情報に対する考え方 

問 11：3 月 31 日夜の時点における翌日の荒天に対する想起の状況 

問 12：急速に低気圧が発達する場合の気象情報に対する考え 

問 13：正確な予測情報を得た場合に可能な対応行動 

 

４．今回のような低気圧被害に対する考え方 

問 14：低気圧接近による被害発生に対する考え 

 

５．気象情報や気象用語に対する印象 

 問 15：「急速に発達する低気圧が接近する」という天気予報に対する印象 

 問 16：災害をもたらす危険性が高い気象用語 

 問 17：危機意識が高まる災害情報の表現方法についての考え 

 

６．個人属性等 

 問 18：年齢、性別、同居家族の人数 

 問 19：職業 

 問 20：住所、居住歴、居住形式 

自由意見 
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3-2 調査対象地域の概要 
(1) 根室市の自然条件 
調査対象地域である根室市は、北海道の東端に位置し、太平洋に突き出した根室半島

とその付け根にあたる部分からなっている。図 3-1に示すように、市街地は半島のほぼ
中心にあり、東側に納沙布岬までの半島部、半島の付け根部分の市西部からなる。 
冬季は西高東低の冬型気圧配置が卓越し、晴天乾燥の日が多い。降雪量は山沿いを除

き一般に少ないが、一冬に数回、発達した低気圧の接近・通過により、暴風雪となり多

量の湿雪や電線着雪、吹き溜まり等による交通障害が発生する。また、沿岸部では高波

災害が発生する。 
 
 

根室市

市街地

半島部

市西部

 
図 3-1 根室市の位置 
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(2) 根室市における過去の低気圧による被害状況 
近年根室市で発生した発達した低気圧による災害を表 3-2にまとめる。根室市では過

去にも爆弾低気圧による被害を受けており、平成 18年 10月には暴風による住宅被害や
停電、高潮による船舶被害が発生している7。また、北海道東部では例年 3月下旬から 4
月初旬にかけて低気圧が南岸を通過する際に大雪となり、当地では「彼岸荒れ」と呼ば

れている。 
 
 

表 3-2 近年の根室市における低気圧被害の実績 

年月日 種別 被害状況等 

平成 16 年 

1 月 13～16 日 
暴風雪・波浪 

低気圧の通過により最大瞬間風速 33.0m/s、13 ㎝

の降雪を記録。床上浸水 1件、床下浸水 1件など

計 35 件。被害額 5,028 千円。国道及び道々5路線

通行止め。 

平成 16 年 

2 月 22～23 日 
暴風雪・波浪 

低気圧の通過により最大瞬間風速 35.0m/s、12 ㎝

の降雪を記録。軽傷者 1名、住宅一部損壊 4件な

ど計 14 件。被害額 5,371 千円。国道及び道道 8路

線通行止め。 

平成 16 年 

9 月 7～8日 
暴風・波浪 

台風 18 号の通過により、最大瞬間風速 39.3m/s を

記録。重傷者 1名、軽傷者 3名。住宅被害、店舗

被害など計 45 件。 被害額 7,644 千円。 

平成 18 年 

10 月 6～9日 

大雨・洪水・ 

暴風・波浪・高

潮 

爆弾低気圧の通過により、1939 年観測からの極値

の最大瞬間風速 42.2m/s を記録。重傷者 2名、軽

傷者 5名、住宅被害 242 件（床上浸水 13 件、床下

浸水 12 件、一部損壊 217 件）、農業被害 134 件、

水産被害 458 件、商工被害 100 件など 1,083 件。

被害額 1,968 百万円。温根沼などで 12 世帯 23 名

が自主避難。市内の 5,470 戸で停電。 

平成 19 年 

1 月 6～8日 

暴風雪・波浪・

高潮 

低気圧の通過により、最大瞬間風速 35.2m/s を記

録。床下浸水 2件、住家一部損壊 4件。被害額 63

千円。市内の約 3,800 世帯で停電。 

 

                                                      
7
根室市役所ホームページ（http://www.city.nemuro.hokkaido.jp） 
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4. 回答者の属性 
 

 本章では、本調査での回答者の基本属性（年齢、居住属性、防災意識等）について整

理する。 
 

4-1 回答者の基本属性 
(1) 居住地区 
・ 9割近くの住民は市街地に居住している。 
 

市街地

87%

半島部

8%

市西部

5%

N=539  
図 4-1 回答者の居住地区 

 

(2) 個人属性 
・ 40代～70代の住民が 8割以上を占めている。 
・ 男女比は男性の比率が多く、回答者は世帯主が多いものと思われる。 
 

1.3%

4.7%

14.4%

25.0%

27.1%

20.3%

6.2%

1.1% 20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

N=536     

66%

34%

男性

女性

N=532  
図 4-2 回答者の年齢          図 4-3 回答者の性別 
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(3) 世帯属性 
・ 2人家族の世帯が最も多く、次いで 3人、1人となっている。 
 

17%

37%
21%

12%

7%
3%

2%

1%

1人

2人
3人

4人

5人
6人

7人

8人

N=526  
図 4-4 同居家族の人数 

 

(4) 回答者の職業 
・ 無職の方が最も多く、回答者の年齢構成とあわせると、退職された高齢者が多いも

のと思われる。 
・ 次いで、会社員や小工事絵業者が多くなっている。 

2%

9%

15%

7%

17%

0%

7%
11%

26%

6%
農業

漁業

商工自営業

公務員

会社員

学生

パート･アルバイト

主婦

無職

その他

N=530  

図 4-5 回答者の職業 
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(5) 居住属性 
 

1) 居住年数 
・ 9割近くの住民が居住年数 20年以上である. 
・ 回答者の多くは根室市に長年居住している住民であることがわかる。 
 

6.4%

2.2%

1.3%

0.7%

4.7%

8.8%

20.0%

55.9%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上50年未満

50年以上

N=535  
図 4-6 居住年数 

 

2) 家屋形式 
・ 9割以上の住民が戸建てに住んでいる。 
 

92%

8%

戸建て

アパート・マンション等の集合住宅

N=528  
図 4-7 家屋形式 
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4-2 住民の防災意識 
(1) 発生頻度に対する認識 
・ 半数近い住民は、毎年または 2～3年に一度の頻度で、今回のような低気圧による被
害を経験していると感じている。 

・ 6 割弱の住民は、今回のような低気圧被害の発生頻度が増加傾向にあると感じてい
る。 

 
 

毎年経験している

2～3年に一度、経験している

5年に一度、経験している

10年に一度、経験している

20年に一度、経験している

30年以上に一度、経験している

初めての経験だった

わからない

15%

32%

14%

12%

4%

3% 11%

9％

N=508
 

図 4-8 今回のような低気圧被害の発生頻度 

 
 

13%

44%

32%

10%

1%

年々かなりの増加傾向にあると思う

年々多少の増加傾向にあると思う

発生頻度は変わらないと思う

年々多少の減少傾向にあると思う

年々かなりの減少傾向にあると思う

N=515  
図 4-9 低気圧被害の発生頻度の傾向 
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(2) 今回の低気圧被害に対する住民認識 
・ 9 割弱の住民は、今回のような低気圧による被害が発生することについて、やむ得
ないという認識を持っている。 

・ 事前に正確な気象情報を得ることができれば被害を軽減することができると考えて

いる住民が 8割前後おり、気象情報の果たす役割は大きいといえる。 
・ 食糧の備蓄など、日頃の備えが必要だという認識を持っている住民が 8割以上いる。 
・ その一方で、避難誘導対策やスノーシェルター整備等の対策実施を行政に求め手い

る住民も多い。 
 

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=460

N=460

N=459

N=446

N=448

N=446

N=458

55.0

49.5

17.0

45.5

34.1

41.0

49.1

32.2

31.4

37.4

29.2

25.1

25.1

36.5

7.8

13.1

20.0

19.0

24.2

21.8

8.0

11.2

11.2

7.6

5.4

14.3

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然現象なのでこのような被害が発生することは
やむを得ない

正確な気象情報を事前に得ることで被害を軽減
することができる

暴風雪警報などが発表されても普段はそれほど
被害が発生しないので、危機意識は高まらない

通行止めの発生に備えた対策（避難誘導等）を
充実させるべきだ

通行止めが発生しないよう更なる対策（スノー
シェルターの整備等）を実施するべきだ

通行止めが発生しないよう、行政はしっかりと除
雪を行うべきだ

このような被害の発生に備えて、食糧の備蓄な
ど自ら備えることが必要だ

 
図 4-10 今回のような低気圧被害に対する住民の認識 
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5. 住民の対応行動と危機意識醸成過程の実態把握 
 

本章では、3月 31日から 4月 1日にかけて、爆弾低気圧が根室市に接近する過程にお
ける被害の実態や住民の危機意識状況、対応行動状況を把握する。 
 

5-1 被害の実態 
(1) 被害の有無 
筆者らが根室市役所に対して行った行政ヒアリング調査によると、1日 4時頃から降
雪が激しくなり、5時 30分より除雪作業を開始するものの、6時過ぎには暴風雪により
視界がほとんど遮られ、7時以降は除雪作業を行うことが困難な状況となった。そのた
め、根室市内では 6時以降、道路を車両が通行できない状況となり、当日朝の通勤、通
学などに大きな支障が生じた。根室市内では家屋破損が 20 件発生したほか、約 2,560
戸で停電となり、うち約 680戸では 18時間程度停電が続くといった被害が生じた。 
図 5-1は、今回の低気圧による障害や物的被害の有無について示したものである。 
・ 半数以上の住民は、道路の通行止めや停電により、日常生活面や通勤、通学に支

障が生じたと回答している。 
・ 家屋破損等の物的被害が生じた住民は 2割弱であった。 

 

日常の生活面での
支障の有無

通勤や通学、仕事
上の支障の有無

家屋破損等の
物的被害の有無

あり なし

52.5

58.9

16.2

47.5

41.1

83.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=520

N=521

N=518

 

図 5-1 爆弾低気圧による障害や被害の発生状況 
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(2) 孤立化の状況 
図 1-2で示したように、爆弾低気圧の影響によって北海道東部の各地で国道・道道の

通行止めが発生した。本調査の対象地域である根室市でも、市街地の道路に吹き溜まり

が生じ、市内各所で車両の通行ができない状況となった。 
新聞等では、「根室半島全体が孤立化」、「根室半島の約 3000人が孤立状態」といった
報道がなされた。しかし、今回の低気圧被害では市内各地で吹き溜まりが生じたために、

そもそも市内での車両の往来も不可能な状況となっており、「根室半島が孤立化した」

という表現が必ずしも適切ではないと考えられる。実際、図 5-2に示すように、半数以
上の住民は「根室半島のみが孤立化した」という印象は受けておらず、「根室半島が孤

立化した」という表現は、地域における被災状況を的確に示しているとはいえない。 
 

33.6

33.0

26.7

20.7

12.2

14.8

12.9

13.8

14.6

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 根室市内の道路がほとんどが
通行できないので、「根室半島
のみが孤立した」という印象は
受けなかった。

イ そもそも外出できる状況ではな
かったので、「根室半島のみが
孤立した」という印象はない。

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない  

図 5-2 「根室半島が孤立化した」という報道に対する印象 
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5-2 爆弾低気圧接近前の事件における住民の危機意識の状況 
(1) 注視の状況 
まず、爆弾低気圧が接近する前の 3月 31日夕方の時点での低気圧の進路や発達状況

に対する住民の注視状況についてみてみる。この時点では低気圧は関東南方沖に位置し

ており、本州ではほとんど被害をもたらしていなかったが、図 2-3 で示したように 31
日 12 時の時点で根室における翌日の風速を予報できており、夕方のニュースや天気予
報で翌日は吹雪となる予報が伝えられていた。これらの気象情報により、7割以上の住
民は前日夕方の時点で低気圧の動向に注視し、根室市に低気圧による影響が及ぶと考え

ていたことが図 5-3、図 5-4 よりわかる。したがって、事前の気象情報は住民に対する
注意喚起には繋がっていたといえる。 

 

29.7%

48.2%

4.5%
14.0%

3.6%

大いに注視していた

多少注視していた

どちらともいえない

あまり注視していなかった

全く注視していなかった

N=529  
図 5-3 3 月 31 日夕方の時点における低気圧の進路や発達状況への注視の状況 

 

  

39%

41%

4%
13%

1%

2%

思った

多少思った

どちらともいえない

あまり思わなかった

全く思わなかった

ニュース等を見なかった

N=533  
図 5-4 3 月 31 日夕方のニュース等を見て、根室市に 

低気圧による影響が及ぶと思ったか 
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(2) 情報取得状況 
前項では、3月 31日夕方の時点で、7割以上の住民が低気圧の動向に注視していたこ

とがわかったが、図 5-5に示すように 9割前後の住民は積極的に気象情報を取得しよう
としたわけではなく、テレビやラジオのニュース等に注意する注意する程度であった。 
 事前の気象情報は住民の注意喚起に繋がったが、積極的な情報取得行動を促すには至

らなかったといえる。 
 

6%

87%

7%
インターネット等から積極的に情報を集めた

テレビやラジオのニュース等に注意する程度だった

特段、気象情報に注意しなかった

N=527

 
図 5-5 3 月 31 日夜の時点での情報取得状況 
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(3) 災害の発生を意識した時期 
図 1-1で示したように、根室地方では 3月 31日の 21:30に気象警報（暴風・波浪警報）

が発表された。気象警報が発表されていることを知ったときに災害発生の可能性をどの

程度意識したかを聞いた結果が図 5-6である。6割以上の住民は、気象警報の発表を知
った時点で災害の発生を意識したことがわかる。 
 
 

15%

47%10%

21%

3%

4%

災害の発生を強く意識した

災害の発生をやや意識した
どちらともいえない

災害の発生はあまり意識しなった

災害の発生はほとんど意識しなかった

気象警報の発表を知らなかった

N=531  
図 5-6 気象警報の発表を知ったときの災害発生可能性に対する意識 
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住民が「吹雪による停電や通行止めなどの被害が発生するだろう」などのように被害

の発生を明確に意識し、それに備えた意識状態になった時期を図 5-7によりみてみると、
半数近くは 4月 1日になってから被害の発生を意識したことがわかる。図 1-1に示すよ
うに 3月 31 日夜の時点では風速が 10m/sとやや風が強い程度であったが、4月 1 日未
明に風速が 20m/s 前後の暴風となり始め、降雪を伴った暴風雪となった。したがって、
31 日の時点で翌日の荒天を予報することができ、夕方の気象情報等でそれを伝えてい
たものの、半数近い住民は事前の気象情報により被害の発生を想起することができず、

悪天候となった時間帯になって初めて意識したことがわかる。 
 
 

18.3%

32.6%

10.2%

20.7%

3.9%

4.4%

9.8%

3月31日夕方の
低気圧接近前から

3月31日夜の風が
やや強くなり始めてから

4月1日夜明け前の
雪が降り始めてから

4月1日早朝の風が非常に
強くなり始めてから

4月1日午前の大雪が
降り始めてから

4月1日昼の大雪が積もってから

そのような意識状態にはならなかった

N=518

 
図 5-7 被害の発生を明確に意識し、それに備えた意識状態になった時間帯 
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5-3 住民の対応行動 
(1) 対応行動の有無 
今回の吹雪による被害に際して、どのような行動をとったかを示したものが図 5-8で
ある。 
・ 4割近い住民は特に何も対応しなかったが、6割の住民は何らかの対応行動をとっ
たことがわかる。 

・ 停電対策や暴風対策を行った住民が多い。 
 

特に何も対応しなかった

暴風対策
（例えば、植木鉢を片付けた等）

食料などの買出し

家屋の補強

停電対策

その他の対策

39.5

30.3

17.9

7.3

32.8

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（複数回答）

N=518
 

図 5-8 対応行動の実施状況 
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(2) 注視状況の違いに見る対応行動の有無 
次に、爆弾低気圧の接近前における危機意識の違いが住民の対応行動に与えた影響に

ついて検討する。 
前節で示したように、多くの住民は 31 日夕方の気象情報により低気圧の動向に注視
していたが、図 5-9に示すとおり低気圧の動向に注視した住民ほど、暴風対策や停電対
策、食料の買出しなどの爆弾低気圧の接近に備えた対応行動を行っており、事前情報に

よる住民への注意喚起は重要であることがわかる。 
 
 

大いに注視していた

多少注視していた

どちらともいえない

あまり注視していなかった

全く注視していなかった

対応した 対応しなかった対応した対応した 対応しなかった対応しなかった

76.8

60.6

41.7

45.6

33.3

23.2

39.4

58.3

54.4

66.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=157

N=255

N=24

N=74

N=19

3月31日夕方の時点で、低気圧の進路や発表状況について注視していたか

 
図 5-9 爆弾低気圧接近前の注視の状況の違いに見る対応行動の有無 
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(3) 危機意識の違いに見る対応行動の有無 
住民が被害の発生を意識した時期と対応行動の有無の関係について図 5-10 によりみ
てみると、より早い時点で被害の発生を意識した住民ほど対応行動をとっていることが

わかる。4月 1日早朝の荒天が激しくなった時間帯以降では、対応行動を取った住民は
半数以下に留まっており、住民の対応行動を促すためには、より早い段階から住民の危

機意識を高めることが重要である。 
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図 5-10 爆弾低気圧接近前の危機意識の違いに見る対応行動の有無 
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5-4 事前の気象情報に対する住民の受け止め方 
(1) 翌日の荒天に対する想起の状況 

3月 31日夜の時点における翌日の荒天に対する想起の状況についてみてみる。図 5-11
は、3 月 31 日夜の時点で低気圧による吹雪がどの程度になると感じていたかを示した
ものである。約 4割の住民は事前の気象予報により「今回程度の吹雪になる」或いは「更
に激しい吹雪になる」と思っていたものの、約 6割は「これほどの吹雪になるとは思っ
ていなかった」と感じており、事前の気象情報が必ずしも住民に今回の荒天を想起させ

るに至らなかったことがわかる。 
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図 5-11 3 月 31 日夜の時点における翌日の荒天に対する想起の状況 
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事前の気象情報が住民に今回の荒天を想起させるに至らなかった理由について検討

する。前日夜の時点で「これほどの吹雪になると思ってもいなかった」、「吹雪になるこ

とを全く考えていなかった」と回答した住民にその理由を聞いた結果が図 5-12 である
が、多くの住民は前日夜の天気予報によりこれほどの荒天にはならないと感じていたこ

とがわかる。事前の天気予報では 1日の荒天を予報できていたにも関わらず、住民が今
回のような荒天を想起させるような情報の表現となっていなかったといえる。また、理

由として「本州では被害が全く出ていなかったから」を挙げた住民は少なく、前日夜の

時点で低気圧が位置していた関東地方などでの被害の有無から翌日の被害の有無を判

断したのではなく、あくまで当地の気象情報から荒天を想起することができなかったも

のと考えられる。また、当地では例年 3月下旬に低気圧の通過によって大雪となること
が多いが、既に 4月に入っておりやや季節はずれの大雪であったことが阻害要因となり、
住民は今回の荒天を想起することができなかったものと考えられる。 
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図 5-12 今回ほどの吹雪になると感じていなかった理由（上位 3つ選択） 
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(2) 気象情報に対する考え方 
・ 7 割弱の住民は、今回の低気圧のように天候が急変するような状況を事前に正確に
予報することは難しいと考えている。 

・ その一方で、予報が外れても構わないから、早い段階から気象情報を出すべきだと

考えている住民も 6割以上いる。 
 
 

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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図 5-13 今回のように急速に低気圧が発達する場合の気象情報に対する考え 
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(3) 対応行動が可能な気象情報の取得タイミング 
図 5-14 は、今回のような低気圧の接近に伴う吹雪の発生を予測できていた場合、ど

のくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をとることが可能かを示し

たものである。食料の買出しや家屋補強では 8割以上の住民が 1日前に情報を取得する
ことができれば対応行動が可能であると回答している。また、停電対策や避難行動でも

7割前後の住民は 1日前の情報取得を求めている。したがって、爆弾低気圧の接近に備
えた対応行動を実施するためには、住民が前日の段階から被害の発生を想起できるよう

な気象情報の表現方法とすることが重要であり、気象情報が果たす役割は大きいといえ

る。 
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図 5-14 どのくらい前に気象の予測情報を取得することができれば 

対応行動をとることが可能か 
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5-5 まとめ 
本章では、3 月 31 日から 4 月 1 日にかけての爆弾低気圧の接近過程における住民の

危機意識や対応行動に関する実態について把握した。その結果、多くの住民は爆弾低気

圧が接近する前日夜の時点で低気圧の動向に注視しており、事前の気象情報は住民の注

意を喚起する効果があったこと、しかし一方で、事前の天気予報では低気圧の発達・接

近による荒天を予測していたものの、半数以上の住民は今回ほどの荒天になるとは思っ

ておらず、事前の気象情報が住民に実際の状況を想起させるには至らなかったことがわ

かった。したがって、住民の危機意識を効果的に高めるための気象情報の表現方法を検

討することは重要であるといえる。 
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6. 危機意識醸成のための気象情報のあり方 
 

本章では、今回のような爆弾低気圧の接近に際して、住民に天候の悪化や被害の発生

といった具体的な状況を想起させるための気象情報の表現方法に関する課題について

検討する。 
 

6-1 現状の表現方法に対する印象 
2章で述べたように、気象庁では予報用語として「爆弾低気圧」という表現は用いず、
「急速に発達する低気圧」や「猛烈な風を伴う低気圧」という表現を用いることとして

いる。そこで、この「急速に発達する低気圧」という表現が住民の意識にどのように影

響を与えるかについて検討したものが図 6-1である。このように、8割以上の住民は「発
達した低気圧が接近する」という情報により危機意識が高まるとしている一方で、半数

近い住民は「日頃の低気圧とどのように違うのかがわからない」、「低気圧がどの程度発

達するのかがわからないので、警戒のしようがない」としており、低気圧の接近によっ

て具体的にどれほど危険性があるのか、また警戒を行う必要性があるのかを住民が想起

するに至っていないといえる。また、約 4割の住民はあくまで「低気圧」が接近するの
でそれほど被害は出ないと考えており、「急速に発達する低気圧」という表現が住民に

よっては、被害を伴わない通常の低気圧が接近するという印象を与え、安心情報として

解釈される可能性がある。 
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図 6-1 「急速に発達する低気圧が接近する」という天気予報を聞いた場合の印象 
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「急速に発達する低気圧」という表現に対する印象は、翌日の荒天に対する想起にも

影響を与えている。図 6-2 で示すように、「急速に発達する低気圧が接近する」という
表現が危機意識の醸成に繋がらなかった住民ほど、「これほどの吹雪になるとは思って

もいなかった」と回答しており、今回の荒天を想起させるに至らなかったことがわかる。

また、「発達した低気圧が接近するので危機意識が高まる」と回答した住民においても

半数以上は「これほどの吹雪になるとは思っていなかった」としており、「急速に発達

する低気圧」という表現は住民に対して注意喚起をもたらすものの、暴風や降雪に関す

る具体的な説明がないため、その情報を住民が取得しても今後どのような事態になるの

かといった具体的な状況を想起するに至っていないといえる。 
 



34 

更に激しい吹雪になると思っていた

これほどの吹雪になるとは思ってもいなかった

今回程度の吹雪になると思っていた

吹雪になることを全く考えていなかった

更に激しい吹雪になると思っていた

これほどの吹雪になるとは思ってもいなかった

今回程度の吹雪になると思っていた

吹雪になることを全く考えていなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.3

11.5

8.8

25.4

23.6

14.7

10.7

50.4

64.9

70.6

75.0

50.0

5.9

10.7

50.0

そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

12.6

14.8

10.7

28.4

26.3

16.5

17.6

29.8

31.8

63.2

69.3

63.9

58.3

39.8

7.9そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

8.7

11.9

18.2

20.4

28.8

16.7

18.3

27.3

28.6

39.0

71.3

68.3

51.5

49.0

32.2

そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

発達した低気圧が接近するので危機意識が高まる

あくまで「低気圧」が接近するのでさほど被害は出ないだろう

日頃の低気圧とどのように違うのかがわからない

N=251

N=182

N=35

N=30

N=2

N=41

N=131

N=113

N=87

N=93

N=159

N=128

N=71

N=52

N=60

 

図 6-2 「急速に発達する低気圧」に対する印象の違いにみる 3月 31 日夜の 

時点における翌日の荒天に対する想起の状況 
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6-2 危機意識が高まる災害情報の表現方法 
住民にとってこのような低気圧の接近時に危機意識を醸成するのに効果的な表現方

法について検討したものが図 6-3である。低気圧に関する 5つの表現について、6割以
上の住民が「爆弾低気圧」という表現が最も危険性が高まると考えている。 
低気圧の特徴等を記述した表現方法である「急速に発達する低気圧」と「猛烈な風を

伴う低気圧」の 2つについて、図 6-3により災害をもたらす危険性のイメージを比較す
ると、住民は「猛烈な風を伴う低気圧」の方が災害をもたらす危険性が高いと感じてい

る。これは、「急速に発達する低気圧」という表現は、低気圧の発達という気象学的な

特徴について説明しているものの、それによってどのような現象がもたらされるのかと

いった具体的な記述がなされていないことが要因として考えられる。実際、図 6-1でみ
たように、半数近い住民は「急速に発達する低気圧が接近する」という表現では低気圧

がどの程度発達するのかがわからないので警戒のしようがないと考えており、住民の危

機意識を醸成する上では具体的な現象を記述する必要があるといえる。 
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図 6-3 災害をもたらす危険性が高いと思われる言葉のイメージ 
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図 6-4 に示すように「『台風』のように通常の低気圧よりも勢力が強いことがはっき
りとわかるような名称を用いるべきだ」という意見に対して 9割近い住民が肯定的に捉
えている。このことからも、通常の低気圧よりも勢力が強く警戒が必要である場合には

「爆弾低気圧」のような特別な呼称を用いることにより、住民に対して災害発生の危険

性を認識させる方法も考えられる。 
「気象警報をレベル分けして示すべきだ」と意見に対して 9割近い住民が肯定的に捉
えており、「大雪」や「暴風」といった具体的な現象に対する詳細な説明を求めている

ことが推察される。 
「災害情報のレベル分け」については、気象警報だけではなく、低気圧の発達程度で

も同様のことがいえる。図 6-4で示すように、「低気圧の勢力に応じて『カテゴリー1』
などのようなランクで示すべきだ」と考えている住民も 8 割近くに上る。台風の場合、
最大風速によって勢力の度合いを表現しているが、温帯低気圧に関してもその発達程度

をレベル分けによって明示することにより、住民に対して災害発生の危険性を想起させ

ることに繋がるものと考えられる。 
 
 

「台風」のように通常の低気圧
よりも勢力が強いことがはっきり
とわかるような名称を用いるべきだ

低気圧の勢力に応じて
「カテゴリー1」などのよう
なランクで示すべきだ

大雪警報等の気象警報を
レベル分けして示すべきだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない そう思わない

そう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない そう思わない

63.5

54.6

61.2

25.1

27.8

27.8

8.3

12.2

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=518

N=482

N=500

 
図 6-4 今回のような低気圧接近時において危機意識が高まる災害情報の表現方法 
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6-3 まとめと提言 
本研究では、爆弾低気圧の接近過程における住民の危機意識や対応行動について、北

海道根室市を対象とした調査を事例に実態把握を行い、住民の危機意識を効果的に高め

るための災害情報の表現方法について検討を行った。 
爆弾低気圧が接近する前の 31 日夜の時点で、事前の気象情報により多くの住民は低
気圧の動向に注視していたが、天気予報で当地における翌日の荒天を予測していたにも

関わらず、半数以上の住民はこれほどの被害になることを想起できていなかった。事前

の気象情報が住民に被害の発生を想起させるに至らなかったといえる。低気圧接近前に

今回の爆弾低気圧による荒天を想起した住民ほど暴風対策等の対応行動を行っており、

住民が早い時点で被害の発生を想起できるような災害情報の表現方法を考えることは

重要である。 
「急速に発達する低気圧」という表現は、住民の危機意識を一定程度高める効果はあ

るが、それによってもたらされる暴風や降雪についての説明がなければ、住民は具体的

な危険性を想起するに至らないことが示された。 
現在、気象庁の予報用語では、温帯低気圧をその発達状況に応じて特別な呼称を設け

ることは行わないとしている。しかしながら、熱帯低気圧については、中心付近の最大

風速が 17m/s以上のものを「台風」と定義し、行政や住民は台風の接近に備えて厳重に
警戒するといった文化が我が国には根付いている。温帯低気圧に関しても風速が一定の

値以上である、或いは重大な災害をもたらす可能性がある場合には、低気圧について特

別な呼称を用いることにより、住民の危機意識の向上に効果的に繋がる災害情報の表現

方法とすることも必要である。 
災害発生の危険性が高まった際、住民に迅速かつ的確な対応行動を促すためには正確

な災害情報を提供することが必要である。しかし、正確な表現とするためにその厳密性

を追及するあまり、住民の危機意識の醸成につながらない表現方法となってしまっては

意味がない。住民の危機意識を効果的に高め、対応行動に繋がる災害情報とするために

は、「正確な表現の情報」であるととともに「わかりやすい表現の情報」であることも

重要といえる。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１  

平成 20 年 3 月 31 日～4月 2日にかけて発生した 

暴風雪被害に関する住民意識調査  

基本集計集 

 
 



地区名

539総計

0無効・無回答

100.0 539合計

4.6 25市西部

8.3 45半島部

87.0 469市街地

構成比（％）度数

市街地

87%

半島部

8%

市西部

5%

資料1-1



１.3月31日～4月2日の低気圧による被害についてお聞きします

問1 あなたのご家庭での障害や被害の状況についてお聞きします。

（１）あなたのご家庭では、今回の低気圧による荒天により、日常の生活面で何らかの支障が
生じましたか。

支障が生じた
53%

支障はなかった
47%

538総計

18無効・無回答

100.0 520合計

47.5 247支障はなかった

52.5 273支障が生じた

構成比（％）度数

資料1-2



51％

64％

55％

49％

36％

45％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

支障が生じた 支障はなかった

支障が生じた（具体的に）

N=22

N=16

N=221

資料1-3



資料1-4



資料1-5



資料1-6



資料1-7



資料1-8



資料1-9



（2）あなたのご家族の中で、今回の低気圧による荒天により、通勤や通学、仕事の上で何らか
の支障が生じた方はいらっしゃいましたか。

支障が生じた

59%

支障はなかった

41%

547総計

26無効・無回答

100.0 521合計

41.1 214支障はなかった

58.9 307支障が生じた

構成比（％）度数

資料1-10



59％

57％

64％

41％

43％

36％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

支障が生じた 支障はなかった

N=22

N=44

N=446

支障が生じた（具体的に）

資料1-11



資料1-12



資料1-13



資料1-14



資料1-15



資料1-16



資料1-17



（3）あなたのご自宅では家屋の損壊等物的被害が生じましたか。

支障が生じた

16%

支障はなかった

84%

537総計

19無効・無回答

100.0 518合計

83.8 434支障はなかった

16.2 84支障が生じた

構成比（％）度数

資料1-18



14％

33％

29％

86％

67％

71％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

被害が生じた 被害は生じなかった

N=21

N=43

N=455

被害が生じた（具体的に）

資料1-19



資料1-20



資料1-21



問2 今回のような低気圧による被害はこれまでにどのくらいの頻度で経験されていますか。

毎年経験している

2～3年に一度、経験している

5年に一度、経験している

10年に一度、経験している

20年に一度、経験している

30年以上に一度、経験している

初めての経験だった

わからない

15%

32%

14%

12%

4%

3% 11%

9％

537総計

29無効・無回答

100.0 508合計

9.3 47わからない

10.8 55初めての経験だった

2.6 1330年以上に一度、経験している

3.5 1820年に一度、経験している

12.0 6110年に一度、経験している

14.2 725年に一度、経験している

32.3 1642～3年に一度、経験している

15.4 78毎年経験している

構成比（％）度数

資料1-22



毎年経験している 2～3年に一度、経験している 5年に一度、経験している 10年に一度、経験している

20年に一度、経験している 30年以上に一度、経験している 初めての経験だった わからない

15％

22％

14％

31％

41％

36％

13％

17％

23％

7％

5％

4％

0

5％

3％

2％

12％

2％

14％

１０％

9％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部
N=22

N=440

N=46

13％

資料1-23



問3 今回のような低気圧による被害の発生頻度について、どのように感じていますか。

13%

44%

32%

10%

1%

年々かなりの増加傾向にあると思う

年々多少の増加傾向にあると思う

発生頻度は変わらないと思う

年々多少の減少傾向にあると思う

年々かなりの減少傾向にあると思う

537総計

22無効・無回答

100.0 515合計

1.4 7年々かなりの減少傾向にあると思う

9.9 51年々多少の減少傾向にあると思う

31.8 164発生頻度は変わらないと思う

44.3 228年々多少の増加傾向にあると思う

12.6 65年々かなりの増加傾向にあると思う

構成比（％）度数

資料1-24



年々かなりの増加傾向にあると思う 年々多少の増加傾向にあると思う 発生頻度は変わらないと思う

年々多少の減少傾向にあると思う 年々かなりの減少傾向にあると思う

11％

24％

26％

44％

44％

57％

34％

20％

13％

11％

7％

4％

1％

4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部
N=23

N=45

N=447

資料1-25



問4 今回の低気圧による被害について、新聞等では「根室半島が孤立化した」と報道されまし
た。このことについて、あなたはどのように感じていますか。

34%

26%

12%

13%

15% そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

ア 根室市内の道路がほとんどが通行できないので、「根室半島のみが孤立した」という印象
は受けなかった。

532総計

53無効・無回答

100.0 479合計

14.6 70そう思わない

12.9 62あまりそう思わない

12.1 58どちらともいえない

26.7 128ややそう思う

33.6 161そう思う

構成比（％）度数

資料1-26



34％

32％

33％

27％

21％

33％

12％

14％

10％

13％

14％

14％

14％

21％

10％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=21

N=44

N=418

資料1-27



イ そもそも外出できる状況ではなかったので、「根室半島のみが孤立した」という印象はない。

32%

21%15%

14%

18% そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまりそう思わない

そう思わない

536総計

78無効・無回答

100.0 458合計

17.7 81そう思わない

13.8 63あまりそう思わない

14.8 68どちらともいえない

20.7 95ややそう思う

33.0 151そう思う

構成比（％）度数

資料1-28



32％

40％

41％

21％

16％

30％

16％

8％

6％

13％

18％

18％

18％

18％

6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=17

N=38

N=402

資料1-29



2.3月31日から4月2日にかけての対応状況についてお聞きします

問5 3月31日の時点で、低気圧は関東南方沖にあり、ほとんど被害をもたらしていませんでし
た。3月31日夕方の時点で、低気圧の進路や発表状況について注視していましたか。

30%

48%

5%
13%

4%

大いに注視していた

多少注視していた

どちらともいえない

あまり注視していなかった

全く注視していなかった

538総計

9無効・無回答

100.0 529合計

3.6 19全く注視していなかった

14.0 74あまり注視していなかった

4.5 24どちらともいえない

48.2 255多少注視していた

29.7 157大いに注視していた

構成比（％）度数

資料1-30



28％

44％

30％

50％

39％

39％

5％

9％

14％

15％

17％

4％

2％

4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

大いに注視していた 多少注視していた どちらともいえない あまり注視していなかった 全く注視していなかった

N=23

N=46

N=460

資料1-31



問6： 3月31日夕方のニュース・天気予報では、低気圧の発達により翌日は吹雪となる予報が
伝えられていました。あなたは3月31日夕方のニュース等を見て、根室市に低気圧による
影響が及ぶと思いましたか。

39%

41%

4%
13%

1%

2%

思った

多少思った

どちらともいえない

あまり思わなかった

全く思わなかった

ニュース等を見なかった

539総計

6無効・無回答

100.0 533合計

0.8 4ニュース等を見なかった

2.1 11全く思わなかった

13.7 73あまり思わなかった

3.9 21どちらともいえない

41.5 221多少思った

38.1 203思った

構成比（％）度数

資料1-32



37％

51％

39％

42％

36％

39％

4％

4％

4％

14％

6％

17％

2％

0

0

6％

2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

思った 多少思った どちらともいえない あまり思わなかった 全く思わなかった ニュース等を見なかった

N=23

N=47

N=462

資料1-33



問7 3月31日夜の時点で、低気圧に関するなどに注意を向けたり、積極的に情報を集めたり
しましたか。

6%

87%

7%
インターネット等から積極的に情報を集めた

テレビやラジオのニュース等に注意する程度だった

特段、気象情報に注意しなかった

538総計

11無効・無回答

100.0 527合計

7.2 38特段、気象情報に注意しなかった

86.9 458
テレビやラジオのニュース等に注意する程度
だった

5.9 31インターネット等から積極的に情報を集めた

構成比（％）度数

資料1-34



5％

13％

5％

87％

85％

86％

8％

2％

9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

インターネット等から積極的に情報を集めた

テレビやラジオのニュース等に注意する程度だった

特段、気象情報に注意しなかった

N=22

N=46

N=459

資料1-35



問8：根室地方では3月31日の21：30に気象警報（暴風・波浪警報）が発表されました。気象警
報が発表されていることを知ったとき、災害発生の可能性をどの程度意識されましたか。

15%

47%10%

21%

3%

4%

災害の発生を強く意識した

災害の発生をやや意識した

どちらともいえない

災害の発生はあまり意識しなった

災害の発生はほとんど意識しなかった

気象警報の発表を知らなかった

538総計

7無効・無回答

185.5 531合計

100.0 13気象警報の発表を知らなかった

2.4 25災害の発生はほとんど意識しなかった

4.7 113災害の発生はあまり意識しなった

21.3 50どちらともいえない

9.4 253災害の発生をやや意識した

47.6 77災害の発生を強く意識した

構成比（％）度数

資料1-36



14％

19％

13％

46％

55％

57％

10％

6％

9％

22％

15％

17％

5％

4％

4％

3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

災害の発生を強く意識した 災害の発生をやや意識した どちらともいえない

災害の発生はあまり意識しなった 災害の発生はほとんど意識しなかった 気象警報の発表を知らなかった

N=23

N=47

N=461

資料1-37



問9 「吹雪による停電や通行止めなどの被害が発生するだろう」などのように、被害の発生を
明確に意識し、それに備えた意識状態になったのはいつ頃ですか。

19%

32%

10%

21%

4%

4%

10%

3月31日夕方の低気圧接近前から

3月31日夜の風がやや強くなり始めてから

4月1日夜明け前の雪が降り始めてから

4月1日早朝の風が非常に強くなり始めてから

4月1日午前の大雪が降り始めてから

4月1日昼の大雪が積もってから

そのような意識状態にはならなかった

538総計

20無効・無回答

100.0 518合計

4.4 23そのような意識状態にはならなかった

3.9 204月1日昼の大雪が積もってから

9.8 514月1日午前の大雪が降り始めてから

20.7 1074月1日早朝の風が非常に強くなり始めてから

10.2 534月1日夜明け前の雪が降り始めてから

32.6 1693月31日夜の風がやや強くなり始めてから

18.3 953月31日夕方の低気圧接近前から

構成比（％）度数

資料1-38



17％

20％

41％

33％

40％

18％

10％

7％

18％

20％

24％

18％

11％

4％

5％

4％

2％

0

5％

2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3月31日夕方の低気圧接近前から 3月31日夜の風がやや強くなり始めてから

4月1日夜明け前の雪が降り始めてから 4月1日早朝の風が非常に強くなり始めてから

4月1日午前の大雪が降り始めてから 4月1日昼の大雪が積もってから

そのような意識状態にはならなかった

N=22

N=45

N=451

資料1-39



問10 あなたの世帯では今回の吹雪による被害に際して、どのような行動をとりましたか。

当てはまる番号の全てに○をつけてください。

525総計

4無効・無回答

521合計

11.7 61その他の対策

32.8 171停電対策

7.3 38家屋の補強

17.9 93食料などの買出し

30.3 158暴風対策（例えば、植木鉢を片付けた等）

39.5 206特に何も対応しなかった

構成比（％）度数

構成比（％）

39.5

30.3

17.9

7.3

32.8

11.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

特に何も対応しなかった

） 暴風対策（例えば、植木鉢を片付けた等

食料などの買出し

家屋の補強

停電対策

その他の対策

資料1-40



31％

13％

9％

20％

26％

36％

13％

9％

18％

5％

10％

6％

22％

33％

21％

8％

9％

9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

特に何も対応しなかった 暴風対策（例えば、植木鉢を片付けた等） 食料などの買出し

家屋の補強 停電対策 その他の対策

N=33

N=78

N=617

資料1-41



3.事前の気象情報についてお聞きします

問11 今回の低気圧は、24時間で台風並みの勢力へと急速に発達しました。今回の低気圧
について、3月31日夜の時点でどのように感じていらっしゃいましたか。

16%

23%
58%

3%
更に激しい吹雪になると思っていた

今回程度の吹雪になると思っていた

これほどの吹雪になるとは思ってもいなかった

吹雪になることを全く考えていなかった

537総計

21無効・無回答

100.0 516合計

2.7 14吹雪になることを全く考えていなかった

58.7 303これほどの吹雪になるとは思ってもいなかった

23.1 119今回程度の吹雪になると思っていた

15.5 80更に激しい吹雪になると思っていた

構成比（％）度数

資料1-42



16％

21％

4％

22％

30％

30％

60％

50％

50％

2％1

13％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

更に激しい吹雪になると思っていた 今回程度の吹雪になると思っていた

これほどの吹雪になるとは思ってもいなかった 吹雪になることを全く考えていなかった

N=23

N=44

N=449

資料1-43



（１）前問で「3」または「4」とお答えした方に伺います。そのように感じた理由は何ですか。次の
選択肢から上位3つを選び、その番号を[ ]内にご記入下さい。

理由1位

理由2位

317総計

35無効・無回答

100.0 282合計

21.3 60既に4月だったから

9.9 28ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

14.5 41天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから

48.2 136低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

6.0 17本州では被害が全く出ていなかったから

構成比（％）度数

315総計

67無効・無回答

100.0 248合計

14.9 37既に4月だったから

22.6 56ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

34.7 86天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから

21.8 54低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

6.0 15本州では被害が全く出ていなかったから

構成比（％）度数
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理由3位

315総計

93無効・無回答

103.7 222合計

38.3 82既に4月だったから

24.8 53ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

13.6 29天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから

19.2 41低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

7.9 17本州では被害が全く出ていなかったから

構成比（％）度数

222248282合計

179823760既に4月だったから

137535628ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

156298641天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから

2314154136低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

49171517本州では被害が全く出ていなかったから

合計3位2位1位

7％

5％

61％

22％

15％

18％

35％

10％

13％

23％

19％

27％

15％

29％

6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1位

2位

3位

本州では被害が全く出ていなかったから 低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

既に4月だったから

N=282

N=248

N=222
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理由1位

6％

6％

49％

44％

47％

14％

25％

13％

10％

19％

7％

22％

6％

33％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

本州では被害が全く出ていなかったから 低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

既に4月だったから

N=15

N=16

N=251

理由2位

6％

8％

23％

21％

8％

34％

43％

39％

24％

7％

15％

13％

29％

31％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

本州では被害が全く出ていなかったから 低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

既に4月だったから

N=13

N=14

N=221
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理由3位

8％

8％

9％

18％

17％

27％

12％

25％

27％

24％

17％

27％

39％

33％

9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部
N=11

N=12

N=199

本州では被害が全く出ていなかったから 低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

既に4月だったから
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問12 今回のように急速に低気圧が発達する場合の気象状況について、あなたはどのように
お考えですか。（ア）～（イ）の各項目について、あてはまる番号1つにそれぞれ○をつけ
てください。

（ア）天候が急変するような状況を事前（24時間以上前）に正確に予報することは難しい。

537総計

49無効・無回答

100.0 488合計

4.9 24そう思わない

9.8 48あまりそう思わない

16.4 80どちらともいえない

38.3 187ややそう思う

30.5 149そう思う

構成比（％）度数

31％

33％

19％

40％

30％

38％

17％

16％

10％

9％

9％

19％

4％

11％

14％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=21

N=43

N=425
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（イ）予報が外れても構わないから、早い段階（2～3日前）から情報を出すべきだ。

537総計

47無効・無回答

100.4 490合計

4.9 24そう思わない

8.0 39あまりそう思わない

24.2 118どちらともいえない

32.0 156ややそう思う

31.4 153そう思う

構成比（％）度数

31％

32％

37％

31％

41％

37％

26％

9％

26％

8％

11％

0

5％

7％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部
N=19

N=44

N=427

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=488

N=490

4.9 8.0 24.2 32.0 31.4 
イ：予報が外れても構わないから、早い段階（2
～3日前）から情報を出すべきだ

4.9 9.8 16.4 38.3 30.5 
ア：天候が急変するような状況を事前（24時間
以上前）に正確に予報することは難しい

そう思
わない

あまりそ
う思わな
い

どちらと
もいえ
ない

ややそ
う思う

そう思
う

30.5

31.4

38.3

32.0

16.4

24.2

9.8

8.0

4.9

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア：天候が急変するような状況を事前（24
時間以上前）に正確に予報することは難し

い

イ：予報が外れても構わないから、早い
段階（2～3日前）から情報を出すべきだ
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問13 今回のような低気圧の接近に伴う吹雪の発生を予測ができていた場合、どのような対
応をとっていたと思いますか。当てはまる番号の全てに○をつけてください。

525総計

17無効・無回答

508合計

3.3 17どのような対応行動をとればよいのかがわからない

5.7 29対応行動はとらない

34.4 175その他の対策

78.3 398停電対策

66.9 340家屋の補強

77.0 391食料などの買出し

65.4 332避難行動

構成比（％）度数

構成比（％）

65.4

77.0

66.9

78.3

34.4

5.7

3.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

避難行動

食料などの 買出 し

家屋 の補強

停電対策

その他の対策

対応行動はとらない

どのような対応行動をとればよいのかがわからない
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20％

18％

16％

23％

23％

24％

20％

22％

24％

23％

26％

25％

10％

10％

10％

2％

1

0

1％

1％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

避難行動 食料などの買出し 家屋の補強 停電対策 その他の対策

対応行動はとらない どのような対応行動をとればよいのかがわからない

N=67

N=1464

N=151
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問13-1（避難行動）：どのくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をとることが
可能だと思いますか。

332総計

1無効・無回答

100.0 331合計

3.6 121時間前

10.0 333時間前

19.3 6412時間前

43.8 1451日前

21.1 702～3日前

2.1 73日以上前

構成比（％）度数

2％

9％

20％

33％

18％

45％

26％

55％

18％

37％

10％

4％

18％

4％

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=293

N=11

N=27
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問13-2（食料などの買出し）：どのくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をと
ることが可能だと思いますか。

391総計

6無効・無回答

100.0 385合計

0.3 11時間前

2.1 83時間前

10.9 4212時間前

54.3 2091日前

28.6 1102～3日前

3.9 153日以上前

構成比（％）度数

4％

3％

28％

29％

50％

54％

60％

44％

11％

9％

6％

2％

0

0

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=334

N=16

N=35
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問13-3（家屋の補強）：どのくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をとること
が可能だと思いますか。

340総計

10無効・無回答

100.0 330合計

0.9 31時間前

1.5 53時間前

7.9 2612時間前

41.5 1371日前

38.8 1282～3日前

9.4 313日以上前

構成比（％）度数

10％

6％

7％

38％

39％

53％

41％

46％

40％

8％

9％

0

2％

0

0

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=334

N=16

N=35
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問13-4（停電対策）：どのくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をとることが
可能だと思いますか。

398総計

11無効・無回答

100.0 387合計

2.3 91時間前

6.7 263時間前

17.3 6712時間前

48.1 1861日前

21.2 822～3日前

4.4 173日以上前

構成比（％）度数

5％

6％

21％

21％

18％

47％

53％

65％

17％

24％

6％

7％

3％

6％

3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=332

N=17

N=38
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問13-5（その他の対策）：どのくらい前に予測情報を取得することができれば対応行動をとるこ
とが可能だと思いますか。

174総計

12無効・無回答

100.0 162合計

1.9 31時間前

4.9 83時間前

16.0 2612時間前

48.1 781日前

23.5 382～3日前

5.6 93日以上前

構成比（％）度数

6％ 23％

29％

14％

48％

50％

57％

15％

21％

29％

6％2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=141

N=7

N=14
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どのくらい前に情報取得すれば対応可能か。

3日以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

N=324

N=376

N=323

N=378

N=159

1.9 4.9 16.0 48.1 23.5 5.6 その他の対策

2.3 6.7 17.3 48.1 21.2 4.4 停電対策

0.9 1.5 7.9 41.5 38.8 9.4 家屋の補強

0.3 2.1 10.9 54.3 28.6 3.9 食料などの買出し

3.6 10.0 19.3 43.8 21.1 2.1 避難行動

1時間前3時間前12時間前1日前2～3日前3日以上前

2.1

3.9

4.4

5.6

21.1

28.6

38.8

21.2

23.5

43.8

54.3

41.5

48.1

48.1

19.3

10.9

7.9

17.3

16.0

10.0

2.1

1.5

6.7

4.9

3.6

0.3

0.9

2.3

1.9

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難行動

食料などの買出し

家屋の補強

停電対策

その他の対策
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4.今回の低気圧被害についてお聞きします

問14 今回のような低気圧の接近に伴う吹雪の発生により、道路通行障害等の被害が発生
することに対してどのようにお考えですか。以下の（ア）～（キ）の各項目について、あては
まる番号1つにそれぞれ○をつけてください。

ア 自然現象なのでこのような被害が発生することはやむを得ない。

537総計

77無効・無回答

100.0 460合計

2.0 9そう思わない

3.0 14あまりそう思わない

7.8 36どちらともいえない

32.2 148ややそう思う

55.0 253そう思う

構成比（％）度数

56％

49％

47％

33％

26％

37％

7％

14％

11％

3％

7％

5％

2％

5％

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=19

N=43

N=398
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イ 正確な気象情報を事前に得ることで被害を軽減することができる。

537総計

78無効・無回答

100.0 459合計

1.3 6そう思わない

4.8 22あまりそう思わない

13.1 60どちらともいえない

31.4 144ややそう思う

49.5 227そう思う

構成比（％）度数

48％

66％

50％

33％

22％

20％

13％

10％

15％

5％

2％

10％

1％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=20

N=41

N=398
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ウ 暴風雪警報などが発表されても普段はそれほど被害が発生しないので、危機意識は高ま
らない。

537総計

91無効・無回答

100.0 446合計

14.3 64そう思わない

11.2 50あまりそう思わない

20.0 89どちらともいえない

37.4 167ややそう思う

17.0 76そう思う

構成比（％）度数

18％

10％

16％

41％

15％

16％

18％

28％

37％

10％

15％

26％

13％

33％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=19

N=40

N=387
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エ 通行止めの発生に備えた対策（避難誘導等）を充実させるべきだ。

537総計

89無効・無回答

100.0 448合計

1.3 6そう思わない

4.9 22あまりそう思わない

19.0 85どちらともいえない

29.2 131ややそう思う

45.5 204そう思う

構成比（％）度数

45％

55％

29％

30％

21％

35％

19％

17％

24％

5％

7％

1％

12％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=17

N=42

N=389
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オ 通行止めが発生しないよう更なる対策（スノーシェルターの整備等）を実施するべきだ。

537総計

91無効・無回答

100.0 446合計

5.4 24そう思わない

11.2 50あまりそう思わない

24.2 108どちらともいえない

25.1 112ややそう思う

34.1 152そう思う

構成比（％）度数

34％

39％

24％

25％

22％

35％

25％

17％

29％

12％

12％

5％

10％

12％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=17

N=41

N=388
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カ 通行止めが発生しないよう、行政はしっかりと除雪を行うべきだ。

537総計

79無効・無回答

100.0 458合計

4.4 20そう思わない

7.6 35あまりそう思わない

21.8 100どちらともいえない

25.1 115ややそう思う

41.0 188そう思う

構成比（％）度数

43％

42％

6％

25％

23％

35％

21％

23％

35％

8％

7％

12％

4％

5％

12％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=17

N=43

N=398
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キ このような被害の発生に備えて、食糧の備蓄など自ら備えることが必要だ。

537総計

77無効・無回答

100.0 460合計

0.9 4そう思わない

5.4 25あまりそう思わない

8.0 37どちらともいえない

36.5 168ややそう思う

49.1 226そう思う

構成比（％）度数

50％

47％

35％

36％

36％

41％

8％

10％

12％

5％

5％

12％

2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=17

N=42

N=401
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そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=460

N=460

N=459

N=446

N=448

N=446

N=458

0.9 5.4 8.0 36.5 49.1 
このような被害の発生に備えて、食糧の備蓄など
自ら備えることが必要だ

4.4 7.6 21.8 25.1 41.0 
通行止めが発生しないよう、行政はしっかりと除
雪を行うべきだ

5.4 11.2 24.2 25.1 34.1 
通行止めが発生しないよう更なる対策（スノーシェ
ルターの整備等）を実施するべきだ

1.3 4.9 19.0 29.2 45.5 
通行止めの発生に備えた対策（避難誘導等）を充
実させるべきだ

14.3 11.2 20.0 37.4 17.0 
暴風雪警報などが発表されても普段はそれほど
被害が発生しないので、危機意識は高まらない

1.3 4.8 13.1 31.4 49.5 
正確な気象情報を事前に得ることで被害を軽減す
ることができる

2.0 3.0 7.8 32.2 55.0 
自然現象なのでこのような被害が発生することは
やむを得ない

そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちらと
もいえ
ない

ややそ
う思う

そう思
う

55.0

49.5

17.0

45.5

34.1

41.0

49.1

32.2

31.4

37.4

29.2

25.1

25.1

36.5

7.8

13.1

20.0

19.0

24.2

21.8

8.0

3.0

4.8

11.2

4.9

11.2

7.6

5.4

2.0

1.3

14.3

1.3

5.4

4.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80%
100
%

自然現象なのでこのような被害が発生することは
やむを得ない

正確な気象情報を事前に得ることで被害を軽減
することができる

暴風雪警報などが発表されても普段はそれほど
被害が発生しないので、危機意識は高まらない

通行止めの発生に備えた対策（避難誘導等）を
充実させるべきだ

通行止めが発生しないよう更なる対策（スノー
シェルターの整備等）を実施するべきだ

通行止めが発生しないよう、行政はしっかりと除
雪を行うべきだ

このような被害の発生に備えて、食糧の備蓄な
ど自ら備えることが必要だ
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5.気象情報や気象用語に対する印象についてお聞きします

問15 「急速に発達する低気圧が接近する」という天気予報を聞いた場合、あなたはどのよう
に感じますか。以下の（ア）～（オ）の各項目について、あてはまる番号1つにそれぞれ○
をつけてください。

ア 発達した低気圧が接近するので危機意識が高まる。

537総計

37無効・無回答

100.0 500合計

0.4 2そう思わない

6.0 30あまりそう思わない

7.0 35どちらともいえない

36.4 182ややそう思う

50.2 251そう思う

構成比（％）度数

48％

65％

57％

37％

33％

26％

7％

2％

17％

7％

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=23

N=43

N=434

資料1-67



イ 低気圧がどの程度発達するのかがわからないので、警戒のしようがない。

536総計

68無効・無回答

100.0 468合計

17.3 81そう思わない

13.7 64あまりそう思わない

19.9 93どちらともいえない

30.8 144ややそう思う

18.4 86そう思う

構成比（％）度数

20％

8％

11％

32％

18％

32％

20％

21％

11％

14％

10％

5％

13％

44％

42％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=19

N=39

N=410
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ウ あくまで「低気圧」が接近するのでそれほど被害は出ないだろう。

537総計

72無効・無回答

100.0 465合計

20.0 93そう思わない

18.7 87あまりそう思わない

24.3 113どちらともいえない

28.2 131ややそう思う

8.8 41そう思う

構成比（％）度数

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

9％

5％

11％

31％

11％

5％

25％

16％

26％

18％

29％

16％

17％

40％

42％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部 N=19

N=38

N=408
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エ 日頃の低気圧とどのように違うのかがわからない。

536総計

66無効・無回答

100.0 470合計

12.8 60そう思わない

11.1 52あまりそう思わない

15.1 71どちらともいえない

27.2 128ややそう思う

33.8 159そう思う

構成比（％）度数

36％

18％

32％

28％

25％

21％

15％

20％

11％

11％

15％

11％

11％

23％

26％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=19

N=40

N=411
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オ 本州付近で被害が出ていなければ、低気圧が接近しても被害は出ない。

536総計

66無効・無回答

100.0 470合計

34.0 160そう思わない

16.8 79あまりそう思わない

24.7 116どちらともいえない

17.2 81ややそう思う

7.2 34そう思う

構成比（％）度数

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

8％

2％

5％

18％

17％

26％

10％

26％

17％

17％

11％

31％

31％

58％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部 N=19

N=41

N=410
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100%

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=500

N=468

N=465

N=470

N=470

34.0 16.8 24.7 17.2 7.2 
本州付近で被害が出ていなければ、低気圧
が接近しても被害は出ない

12.8 11.1 15.1 27.2 33.8 
日頃の低気圧とどのように違うのかがわか
らない

20.0 18.7 24.3 28.2 8.8 
あくまで「低気圧」が接近するのでそれほど
被害は出ないだろう

17.3 13.7 19.9 30.8 18.4 
低気圧がどの程度発達するのかがわから
ないので、警戒のしようがない

0.4 6.0 7.0 36.4 50.2 
発達した低気圧が接近するので危機意識
が高まる

そう思
わない

あまりそう
思わない

どちらとも
いえない

ややそ
う思う

そう思う

50.2

18.4

8.8

33.8

7.2

36.4

30.8

28.2

27.2

17.2

7.0

19.9

24.3

15.1

24.7

6.0

13.7

18.7

11.1

16.8

0.4

17.3

20.0

12.8

34.0

0% 20% 40% 60% 80%

発達した低気圧が接近するので危機意識が高まる

低気圧がどの程度発達するのかがわからないの

で、警戒のしようがない

あくまで「低気圧」が接近するのでそれほど被害

は出ないだろう

日頃の低気圧とどのように違うのかがわからない

本州付近で被害が出ていなければ、低気圧が接
近しても被害は出ない
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問16 次の言葉について災害をもたらす危険性が高いと思われる順に番号を記入してください。

１番目

537総計

50無効・無回答

100.0 487合計

21.4 104猛烈な風を伴う低気圧

7.8 38急速に発達する低気圧

2.1 10超低気圧

6.0 29冬台風

62.8 306爆弾低気圧

構成比（％）度数

63％

69％

58％

6％

2％

5％

1％

7％

10％

8％

5％

10％

22％

17％

19％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=21

N=42

N=424
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2番目

537総計

55無効・無回答

100.0 482合計

41.3 199猛烈な風を伴う低気圧

23.2 112急速に発達する低気圧

9.5 46超低気圧

12.0 58冬台風

13.9 67爆弾低気圧

構成比（％）度数

15％

10％

5％

12％

12％

5％

10％

10％

5％

23％

29％

24％

40％

41％

62％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=21

N=42

N=419
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3番目

537総計

63無効・無回答

100.0 474合計

19.8 94猛烈な風を伴う低気圧

33.8 160急速に発達する低気圧

22.6 107超低気圧

12.4 59冬台風

11.4 54爆弾低気圧

構成比（％）度数

11％

12％

15％

12％

12％

15％

24％

10％

20％

32％

48％

40％

20％

19％

10％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=20

N=42

N=412
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4番目

537総計

67無効・無回答

100.0 470合計

10.2 48猛烈な風を伴う低気圧

22.6 106急速に発達する低気圧

38.5 181超低気圧

23.2 109冬台風

5.5 26爆弾低気圧

構成比（％）度数

5％

5％

15％

23％

24％

30％

38％

43％

40％

24％

17％

10％

10％

12％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=20

N=42

N=408
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5番目

537総計

67無効・無回答

100.0 470合計

7.0 33猛烈な風を伴う低気圧

13.4 63急速に発達する低気圧

27.4 129超低気圧

46.8 220冬台風

5.3 25爆弾低気圧

構成比（％）度数

5％

5％

5％

46％

24％

50％

27％

43％

25％

15％

17％

15％

7％

12％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=20

N=42

N=408
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災害をもたらす危険性のイメージ順

爆弾低気圧 冬台風 超低気圧 急速に発達する低気圧 猛烈な風を伴う低気圧

N=475

N=470

N=462

N=458

N=458

7.0 10.2 19.8 41.3 21.4 猛烈な風を伴う低気圧

13.4 22.6 33.8 23.2 7.8 急速に発達する低気圧

27.4 38.5 22.6 9.5 2.1 超低気圧

46.8 23.2 12.4 12.0 6.0 冬台風

5.3 5.5 11.4 13.9 62.8 爆弾低気圧

5位4位3位2位1位

62.8

13.9

11.4

5.5

5.3

6.0

12.0

12.4

23.2

46.8

2.1

9.5

22.6

38.5

27.4

7.8

23.2

33.8

22.6

13.4

21.4

41.3

19.8

10.2

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1位

2位

3位

4位

5位
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問17 今回のような低気圧の接近が予想される場合、どのような情報を取得することによりあ
なたの危機意識が高まると思いますか。以下の（ア）～（ウ）の各項目について、あてはま
る番号1つにそれぞれ○をつけてください。

ア 「台風」のように通常の低気圧よりも勢力が強いことがはっきりとわかるような名称を用いる
べきだ。

538総計

20無効・無回答

100.0 518合計

0.4 2そう思わない

2.7 14あまりそう思わない

8.3 43どちらともいえない

25.1 130ややそう思う

63.5 329そう思う

構成比（％）度数

63％

67％

70％

27％

17％

13％

8％

11％

17％

3％

4％

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=23

N=46

N=449

資料1-79



イ 低気圧の勢力に応じて「カテゴリー1」などのようなランクで示すべきだ。

54％

62％

48％

28％

20％

33％

12％

13％

10％

4％1％

4％

10％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=21

N=45

N=416

538総計

56無効・無回答

82.8 482合計

1.4 8そう思わない

3.1 18あまりそう思わない

10.1 59どちらともいえない

23.0 134ややそう思う

45.2 263そう思う

構成比（％）度数
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ウ 大雪警報等の気象警報をレベル分けして示すべきだ。

538総計

38無効・無回答

100.0 500合計

0.4 2そう思わない

1.8 9あまりそう思わない

8.8 44どちらともいえない

27.8 139ややそう思う

61.2 306そう思う

構成比（％）度数

61％

64％

52％

28％

21％

33％

8％

14％

10％

9

0

0

2％

5％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=21

N=44

N=435

資料1-81



そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

N=518

N=482

N=500

0.4 1.6 8.8 27.8 61.2 
大雪警報等の気象警報をレベル分けして示すべ
きだ

1.4 3.1 10.1 23.0 45.2 
低気圧の勢力に応じて「カテゴリー1」などのような
ランクで示すべきだ

0.4 2.7 8.3 25.1 63.5 
「台風」のように通常の低気圧よりも勢力が強いこ
とがはっきりとわかるような名称を用いるべきだ

そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちらと
もいえ
ない

ややそ
う思う

そう思
う

63.5

45.2

61.2

25.1

23.0

27.8

8.3

10.1

8.8

2.7

3.1

1.6

0.4

1.4

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100
%

「台風」のように通常の低気圧よりも勢力が強いこ
とがはっきりとわかるような名称を用いるべきだ

低気圧の勢力に応じて「カテゴリー1」などのよう
なランクで示すべきだ

大雪警報等の気象警報をレベル分けして示すべきだ
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6.最後にあなたやあなたのお住まいなどについてお聞きします

問16 あなたの年齢、性別、ご家族の人数をそれぞれお答えください。

① 年齢（年齢階層）

1%

5%

14%

25%

27%

21%

6%

1% 20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

539総計

3無効・無回答

100.0 536合計

1.1 690代

6.2 3380代

20.3 10970代

27.1 14560代

25.0 13450代

14.4 7740代

4.7 2530代

1.3 720代

構成比（％）度数
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1％

4％

5％

4％

14％

15％

22％

22％

43％

48％

28％

23％

9％

22％

13％

9％

6％

2％

9％

1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街地

半島部

市西部

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

N=23

N=47

N=466
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② 性別

66%

34%

男性

女性

539総計

7無効・無回答

100.0 532合計

34.4 183女性

65.6 349男性

構成比（％）度数

64％

74％

91％

36％

26％

9％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

男性 女性

N=22

N=46

N=464
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③ 同居家族の人数（あなたを含めて）

17%

37%
21%

12%

7%
3%

2%

1%

1人

2人
3人

4人

5人
6人

7人

8人

538総計

12無効・無回答

100.0 526合計

0.8 48人

2.7 147人

3.4 186人

6.5 345人

11.8 624人

20.7 1093人

37.5 1972人

16.7 881人

構成比（％）度数
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18％

7％

4％

40％

22％

22％

22％

9％

26％

11％

11％

22％

5％

18％

13％

2％

13％

4％

6

16％

4％

1％

4％

4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人

N=23

N=45

N=458
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問19 あなたの職業をお答えください。

2%

9%

15%

7%

17%

0%

7%
11%

26%

6%
農業

漁業

商工自営業

公務員

会社員

学生

パート･アルバイト

主婦

無職

その他

539総計

9無効・無回答

100.0 530合計

6.4 34その他

26.2 139無職

10.6 56主婦

7.0 37パート･アルバイト

0.0 0学生

17.0 90会社員

6.6 35公務員

14.7 78商工自営業

9.4 50漁業

2.1 11農業

構成比（％）度数
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39％

3％

67％

22％

16％

9％

9％

7％

4％

18％

7％

8％

7％

4％

11％

29％

29％

1

17％

7％

7％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

農業 漁業 商工自営業 公務員 会社員 パート･アルバイト 主婦 無職 その他

N=23

N=46

N=461
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問20 あなたのお住まいについてお答えください。

（2） あなたは根室市に何年住んでいらっしゃいますか。

6%

2%

1%

1%

5%

9%

20%

56%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上50年未満

50年以上

539総計

8無効・無回答

99.3 531合計

55.9 29950年以上

20.0 10740年以上50年未満

8.8 4730年以上40年未満

4.7 2520年以上30年未満

0.7 415年以上20年未満

1.3 710年以上15年未満

2.2 125年以上10年未満

5.6 305年未満

構成比（％）度数
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6％

2％

0

3％

0

0

2％

0

4

0

4％

2％

17％

9％

9％

13％

21％

18％

13％

55％

69％

57％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

5年未満 5年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上40年未満 40年以上50年未満 50年以上

N=23

N=44

N=464
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（3） お住まいはどのような形式ですか。

92%

8%

戸建て

アパート・マンション等の集合住宅

539総計

11無効・無回答

100.0 528合計

8.3 44アパート・マンション等の集合住宅

91.7 484戸建て

構成比（％）度数
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90％

100％

100％

10％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

半島部

市西部

戸建て アパート・マンション等の集合住宅

N=23

N=45

N=460

資料1-93



最後に、防災への取り組みに関してご意見がございましたらお書きください。
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資料２  

平成 20 年 3 月 31 日～4月 2日にかけて発生した 

暴風雪被害に関する住民意識調査  

調査票 

 
 
 



平成20年3月31日～4月2日にかけて発生した

暴風雪被害に関する住民意識調査

平成20年６月

平成平成2020年年33月月3131日～日～44月月22日にかけて発生した日にかけて発生した

暴風雪被害に関する暴風雪被害に関する住民意識調査住民意識調査

平成20年６月

実施機関：群馬大学大学院災害社会工学研究室

協力機関：根室市、(財)日本気象協会

【調査票へのご記入について】

・ご記入は、原則として世帯主の方にお願いしますが、それ以外の方でも結構です。

・質問の回答は、該当する選択肢の番号に○をつけてください。

・( )には、数字や具体的な内容をご記入ください。

・矢印などで質問の進み方の案内がある場合はそれに従ってお進み下さい｡特に案内がない

場合は質問の順にご回答下さい。

【調査票の回収方法について】

・ご記入いただいた調査票は、６月３０日(月)までに同封の返信用封筒にてご返送下さい。

【調査に関するお問い合わせについて】

・本調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

〒376-8515 群馬県桐生市天神町1-5-1

群馬大学大学院 工学研究科 社会環境デザイン工学専攻 災害社会工学研究室（担当：本間）

電話：0277-30-1653 FAX：0277-30-1601 E-mail：honma@ce.gunma-u.ac.jp

今年3月31日から4月2日にかけて、北海道東部では発達した低気圧の影響により大雪や

暴風雪による被害が多数発生しました。2月下旬には道央方面でも大雪や暴風雪に伴う吹

溜りにより多数の道路通行障害が発生したほか、2006年10月には暴風及び高波による漁船

被害が発生するなど、近年、猛烈に発達した低気圧による被害の発生が相次いでおります。

この度のアンケート調査は、3月31日から4月2日にかけて発生した暴風雪被害に関して

気象情報などが住民の皆様にどのように受け止められたのか、またどのような課題がある

のかを把握することを目的として実施するものです。皆様から頂いたご意見から今後のよ

りよい災害情報の提供のあり方について検討し、その成果を北海道の防災に反映させてい

きたいと考えております。

皆様にはお忙しいところ貴重なお時間をいただき、アンケートへのご記入をお願いする

ことになりますが、趣旨をご理解の上、ご協力いただきますようお願い申し上げます。な

お、本アンケート調査の結果は、個人が特定できる状態で公表されることはなく、皆様方

にご迷惑が及ぶことは一切ございませんので、率直なご意見をお聞かせ下さい。
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（１）あなたのご家庭では、今回の低気圧による荒天により、日常の生活面で何らかの
支障が生じましたか。

問1 あなたのご家庭での障害や被害の状況についてお聞きします。

１．支障が生じた ２．支障はなかった

１．3月31日～4月2日の低気圧による被害についてお聞きします

（３）あなたのご自宅では家屋の損壊等の物的被害が生じましたか。

１．被害が生じた ２．被害は生じなかった

問2 今回のような低気圧による被害はこれまでにどのくらいの頻度で経験されていますか。

１．毎年経験している ５．２０年に一度、経験している

２．２～３年に一度、経験している ６．３０年以上に一度、経験している

３．５年に一度、経験している ７．初めての経験だった

４．１０年に一度経験している ８．わからない

問3 今回のような低気圧による被害の発生頻度について、どのように感じていますか。

１
年々かなりの
増加傾向に
あると思う

２
年々多少の
増加傾向に
あると思う

３
発生頻度は
変わらない

と思う

４
年々多少の
減少傾向に
あると思う

５
年々かなりの
減少傾向に
あると思う

（具体的にご記入下さい）

（具体的にご記入下さい）

（２）あなたのご家族の中で、今回の低気圧による荒天により、通勤や通学、仕事の上で
何らかの支障が生じた方はいらっしゃいましたか。

１．支障が生じた ２．支障はなかった

（具体的にご記入下さい） 例）子供が通学できなかった

問4 今回の低気圧による被害について、新聞等では「根室半島が孤立化した」と報道され
ました。このことについて、あなたはどのように感じていますか。

ア．根室市内の道路がほとんど通行できな・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
いので、「根室半島のみが孤立した」

という印象は受けなかった。

イ．そもそも外出できる状況ではなかった・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
ので、「根室半島のみが孤立した」と
いう印象はない。

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
い

問1

問2

問3

問4

資料2-2



問8 根室地方では3月31日の21:30に気象警報(暴風･波浪警報)が発表されました。気象警報
が発表されていることを知ったとき、災害発生の可能性をどの程度意識されましたか。

１
災害の発生を
強く意識した

２
災害の発生を
やや意識した

３
どちらとも
いえない

４
災害の発生は
あまり意識
しなかった

５
災害の発生は
ほとんど意識
しなかった

問6 3月31日夕方のニュース・天気予報では、低気圧の発達により翌日は吹雪となる予報が
伝えられていました。あなたは3月31日夕方のニュース等を見て、根室市に低気圧によ
る影響が及ぶと思いましたか。

１
思った

２
多少思った

３
どちらとも
いえない

４
あまり

思わなかった

５
全く

思わなかった

６
ニュース等
を見なかった

６
気象警報の

発表を
知らなかった

問7 3月31日夜の時点で、低気圧に関する気象情報などに注意を向けたり、積極的に情報を
集めたりしましたか。

１
インターネット等から
積極的に情報を集めた

２
テレビやラジオのニュース等

に注意する程度だった

３
特段、気象情報

に注意しなかった

問9 「吹雪による停電や通行止めなどの被害が発生するだろう」などのように、被害の
発生を明確に意識し、それに備えた意識状態になったのはいつ頃ですか。

１．3月31日夕方の低気圧接近前から

２．3月31日夜の風がやや強くなり始めてから

３．4月1日夜明け前の雪が降り始めてから

４．4月1日早朝の風が非常に強くなり始めてから

５．4月1日午前の大雪が降り始めてから

６．4月1日昼の大雪が積もってから

７．そのような意識状態にならなかった

問10 あなたの世帯では今回の吹雪による被害に際して、どのような行動をとりましたか。
あてはまる番号の全てに○をつけてください。

１．特に何も対応しなかった

２．暴風対策（例えば、植木鉢を片付けた等）

３．食料などの買出し

４．家屋の補強

５．停電対策

６．その他の対策（ ）

２．3月31日から4月2日にかけての対応状況についてお聞きします

問5 3月31日の時点で低気圧は関東南方沖にあり、ほとんど被害をもたらしていませんでし
た。3月31日夕方の時点で、低気圧の進路や発達状況について注視していましたか。

１
大いに注視
していた

２
多少注視
していた

３
どちらとも
いえない

４
あまり注視

していなかった

５
全く注視

していなかった

問9

問8

問7

問6

問5

問10
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３．事前の気象情報ついてお聞きします

問11 今回の低気圧は、24時間で台風並みの勢力※へと急速に発達しました。今回の低気圧
について、3月31日夜の時点でどのように感じていらっしゃいましたか。

１
更に激しい

吹雪になると
思っていた

２
今回程度の吹雪に
なると思っていた

３
これほどの

吹雪になるとは
思ってもいなかった

４
吹雪になる
ことを全く

考えていなかった

問12 今回のように急速に低気圧が発達する場合の気象情報について、あなたはどのように
お考えですか。(ア)～(イ)の各項目について、あてはまる番号1つにそれぞれ○をつけ
てください。

ア．天候が急変するような状況を

事前(24時間以上前)に正確に・・・・ １ ――― ２ ――― ３ ――― ４ ――― ５

予報することは難しい

イ．予報が外れても構わないから、

早い段階(2～3日前)から情報・・・・ １ ――― ２ ――― ３ ――― ４ ――― ５

を出すべきだ

そう思う
やや

そう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

（１）前問で「３」または「４」とお答えした方に伺います。そのように感じた理由は
何ですか。次の選択肢から上位3つを選び、その番号を〔 〕内にご記入下さい。

１．本州では被害が全く出ていなかったから

２．低気圧がこれほど発達するとは思ってもいなかったから

３．天気予報ではこれほどの吹雪になるとは言っていなかったから

４．ただの低気圧が接近するだけだと思ったから

５．既に4月だったから

１番目〔 〕 ２番目〔 〕 ３番目〔 〕

あてはまるものの数字を選び、〔 〕内にご記入ください。

問13 今回のような低気圧の接近に伴う吹雪の発生を予測できていた場合、どのような対応
をとっていたと思いますか。あてはまる番号の全てに○をつけてください。

１．避難行動・・・・・・・・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５ ―― ６

２．食料などの買出し・・・・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５ ―― ６

３．家屋の補強・・・・・・・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５ ―― ６

４．停電対策・・・・・・・・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５ ―― ６

５．その他の対策・・・・・・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５ ―― ６
（ ）

６．対応行動はとらない→問14へ

７．どのような対応行動をとればよいのかがわからない→問14へ

※どのくらい前に予測情報を取得することができ
れば対応行動をとることが可能だと思いますか。

3日
以上前 2～3日前 1日前 12時間前 3時間前 1時間前

※3月31日午前9時から4月1日午前9時までの24時間の間に中心気圧が44hPa低下し、952hPaの低気圧へと

発達しました。

問13

問11

問12

資料2-4



４．今回の低気圧被害についてお聞きします

問14 今回のような低気圧の接近に伴う吹雪の発生により、道路通行障害等の被害が発生する
ことに対してどのようにお考えですか。以下の(ア)～(キ)の各項目について、あてはま
る番号1つにそれぞれ○をつけてください。

ア．自然現象なのでこのような被害が発生・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
することはやむを得ない

イ．正確な気象情報を事前に得ることで被・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
害を軽減することができる

ウ．暴風雪警報などが発表されても普段は・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
それほど被害が発生しないので、危機
意識は高まらない

エ．通行止めの発生に備えた対策（避難誘・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
導等）を充実させるべきだ

オ．通行止めが発生しないよう更なる対策・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
（スノーシェルターの整備等）を実施
するべきだ

カ．通行止めが発生しないよう、行政はし・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
っかりと除雪を行うべきだ

キ．このような被害の発生に備えて、食糧・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
の備蓄など自ら備えることが必要だ

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
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５．気象情報や気象用語に対する印象についてお聞きします

問15 「急速に発達する低気圧が接近する」という天気予報を聞いた場合、あなたはどのよう
に感じますか。以下の(ア)～(オ)の各項目について、あてはまる番号1つにそれぞれ○
をつけてください

ア．発達した低気圧が接近するので危機意・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
識が高まる

イ．低気圧がどの程度発達するのかがわか・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
らないので、警戒のしようがない

ウ．あくまで「低気圧」が接近するのでさ・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
ほど被害は出ないだろう

エ．日頃の低気圧とどのように違うのかが・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
わからない

オ．本州付近で被害が出ていなければ、低・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
気圧が接近しても被害は出ない

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
い

問16 次の言葉について災害をもたらす危険性が高いと思われる順に番号を記入してください。

ア．爆弾低気圧 イ．冬台風 ウ．超低気圧 エ．急速に発達 オ．猛烈な風を
する低気圧 伴う低気圧

１番目（ ） ２番目（ ） ３番目（ ） ４番目（ ） ５番目（ ）

問15

問14

問16
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６．最後にあなたやあなたのお住まいなどについてお聞きします
※ここで頂いた全ての回答は責任を持って管理します。皆様にご迷惑が及ぶことはありませんので、ご記入をお願い致します。

問18 あなたの年齢、性別、ご家族の人数をそれぞれお答え下さい。

①年齢：（ ）才 ②性別：（ １．男 ２．女 ）

③同居家族の人数（あなたを含めて）：（ ）人で暮らしている

問19 あなたの職業をお答え下さい。

１．農業 ２．漁業 ３．商工自営業 ４．公務員 ５．会社員 ６．学生

７．パート・アルバイト ８．主婦 ９．無職 10．その他（ ）

問20 あなたのお住まいについてお答え下さい。

（１）ご住所

〒□□□－□□□□

根室市（ ）
（２）あなたは根室市に何年住んでいらっしゃいますか。

（ ）年
（３）お住まいはどのような形式ですか。（それぞれ１つに○）

１．戸建て ２．アパート・マンション等の集合住宅

以上で質問は終了です。調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は、６月３０日(月)までに同封の返信用封筒にてご返送下さい。

ご回答いただきました結果は、根室市の防災の発展のために、利用させていただきます。

問17 今回のような低気圧の接近が予想される場合、どのような情報を取得することにより
あなたの危機意識が高まると思いますか。以下の(ア)～(ウ)の各項目について、あて
はまる番号1つにそれぞれ○をつけてください

ア．「台風」のように通常の低気圧よりも・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
勢力が強いことがはっきりわかるよう

な名称を用いるべきだ

イ．低気圧の勢力に応じて「カテゴリー１・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
」などのようなランクで示すべきだ

ウ．大雪警報等の気象警報をレベル分けし・・・ １ ―― ２ ―― ３ ―― ４ ―― ５
て示すべきだ

そ
う
思
う
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や
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■最後に、防災への取り組みに関してご意見がございましたらお書きください。■最後に、防災への取り組みに関してご意見がございましたらお書きください。

問17

問20

問19

問18
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